










































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
どもは実に「主体的」に行動する


































































































































































㻝 保育者の話を聞く。チューリップについて尋ねられる。 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 問いかけ 担任
㻞 K児は他児と一緒に、チューリップの名前を答える。 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 引き出す 担任
㻟 イチゴについて答える。 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 引き出す 担任
㻠 ブロッコリーについて答える 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 引き出す 担任
㻡 保育者によるイチゴのランナーの生長についての話を聞く。 㻜 理解 ― Ⅰ ⑦ 説明 フリー１
㻢 保育者の雑草取りの問いかけに答える。 㻜 了解 ― Ⅰ ⑦ 依頼 フリー１
㻣 保育者の誘導でK児は他児と同じようにチューリップ畑の雑草を取る。 㻜 了解 ― Ⅲ 共同 ⑥ 促す 担任
㻤 友達がダンゴムシを見つけるが，Ｋ児は草いじりに夢中。 㻝 自発 ― Ⅲ 提案 ④ 協同 担任フリー1．３
㻥 草抜きをする。 㻝 協同 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻜 草を抜いたり、ちぎったりしながら「○○ずら」と、やり取りを楽しんでいる。 㻝 自発 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻝 女児と根っこを発見する。 㻝 協同
偶然
発見 Ⅲ 協同 ④ 協同
担任
フリー1．３
㻝㻞 友達と「○○ずら」と言葉のやり取りをする。 㻝 自発 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３






㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻡 K児は保育者の示す方向へ比較的素早く移動する。 㻜 了解 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻢 移動して雑草を捨てる。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻣 観察者から離れたその方向からH児との「○○ずら」言葉のやり取り
が録音されている。なりきって言葉のやり取りを楽しんでいる。
㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ⑦ 指示 担任
㻝㻤 保育者の指示通りに水筒を置く。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻥 保育者について、ブロッコリー畑に移動する。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑥ 促す 担任
㻞㻜 K児はキャベツを採る保育者の正面へ移動して様子を見つめる。 㻜 興味 ― Ⅰ ⑥ 促す フリー2
㻞㻝 保育者がキャベツの収穫をするのを応援しながら見る。 㻝 協働 ― Ⅰ ④ 協力 フリー3
㻞㻞 子どもは横一列に並び、キャベツを持って隣へ回し「おもーい」と言う。 㻜 興味 ― Ⅲ 追随 ⑥ 促す 担任
㻞㻟 キャベツ料理を考えて発言する友達の言葉を聞く。 㻜 協同 ― Ⅲ 提案 ⑤ 承認 担任
㻞㻠 保育者の指示に従い、畝を移動する。 㻜 追随 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻞㻡 保育者のランナーの採り方の話を聞く。 㻜 理解 ― Ⅰ ⑦ 説明 担任
㻞㻢 ランナーを見つけて採る。 㻜 模倣 ― Ⅰ ⑥ 促す フリー１
㻞㻣 保育者のランナーの爪での採り方や説明を聞く。 㻜 模倣 ― Ⅰ ⑦ 説明 フリー１
㻞㻤 ランナーを採る。 㻜 確認 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻞㻥 ランナーを探す。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 示唆 観察者
㻟㻜 観察者にヒントをもらいながら、ランナーを探し、ランナーを見つける。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 示唆 観察者
㻟㻝 ランナーを保育者に見せる。 㻝 成果 ― Ⅰ ③ 承認 フリー２
㻟㻞 観察者にヒントをもらいながら、ランナーを見つけ、ランナーをとる。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻟㻟 ランナーを再度探す。 㻝 自発 ― Ⅰ ② まなざし 観察者
㻟㻠 K児に他児がかかわり、、ランナーのあるところを教えてもらう。 㻝 自発 ― Ⅱ 提案 ④ 協同 担任
㻟㻡 畝を移動して一生懸命探す。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻟㻢 ランナーを探し見つける。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻟㻣 観察者にも集めたランナー3本を見せる。 㻝 成果 収集 Ⅰ ③ 承認 観察者
㻟㻤 観察者の指した、イチゴの苗を覗きこみランナーを探す。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻟㻥 探すK児、Ｍ児のイチゴの苗についての解説を聞く。 㻝 興味 ― Ⅱ 説明 ④ 協同 担任
㻠㻜 担任にイチゴの苗3本を見せる 㻝 成果 ― Ⅰ ③ 承認 担任
㻠㻝 畝を移動して探す。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻠㻞 「ずら言葉」を話して友達とやり取りをする。 㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任


















㻝 保育者の話を聞く。チューリップについて尋ねられる。 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 問いかけ 担任
㻞 K児は他児と一緒に、チューリップ 名前を答える。 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 引き出す 担任
㻟 イチゴについて答える。 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 引き出す 担任
㻠 ブロッコリーについて答える 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 引き出 担任
㻡 保育者によるイチゴのランナーの生長についての話を聞く 㻜 理解 ― Ⅰ ⑦ 説明 フリー１
㻢 保育者の雑草取りの問いかけに答える。 㻜 了解 ― Ⅰ ⑦ 依頼 フリー１
㻣 保育者の誘導でK児は他児と同じようにチューリップ畑の雑草を取る。 㻜 了解 ― Ⅲ 共同 ⑥ 促す 担任
㻤 友達がダンゴムシを つけるが，Ｋ児は草いじりに夢中。 㻝 自発 ― Ⅲ 提案 ④ 協同 担任フリー1．３
㻥 草抜きをする。 㻝 協同 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻜 草を抜いたり、ちぎったりしながら「○○ずら」と、やり取りを楽しんでいる。 㻝 自発 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻝 女児と根っこを発見する。 㻝 協同
偶然
発見 Ⅲ 協同 ④ 協同
担任
フリー1．３
㻝㻞 友達と「○○ずら」と言葉のやり取りをする。 㻝 自発 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３






㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻡 K児は保育者の示す方向へ比較的素早く移動する。 㻜 了解 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻢 移動して雑草を捨てる。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻣 観察者から離れたその方向からH児との「○○ずら」言葉のやり取り
が録音されている。なりきって言葉のやり取りを楽しんでいる。
㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ⑦ 指示 担任
㻝㻤 保育者の指示通りに水筒を置く。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻥 保育者について、ブロッコリー畑に移動する。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑥ 促す 担任
㻞㻜 K児はキャベツを採る保育者の正面へ移動して様子を見つめる。 㻜 興味 ― Ⅰ ⑥ 促す フリー2
㻞㻝 保育者がキャベツの収穫をするのを応援しながら見る。 㻝 協働 ― Ⅰ ④ 協力 フリー3
㻞㻞 子どもは横一列に並び、キャベツを持って隣へ回し「おもーい」と言う。 㻜 興味 ― Ⅲ 追随 ⑥ 促す 担任
㻞㻟 キャベツ料理を考え 発言する友達の言葉を聞く。 㻜 協同 ― Ⅲ 提案 ⑤ 承認 担任
㻞㻠 保育者の指示に従い、畝を移動する。 㻜 追随 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻞㻡 保育者のランナーの採り方の話を聞く。 㻜 理解 ― Ⅰ ⑦ 説明 担任
㻞㻢 ランナーを見つけて採る。 㻜 模倣 ― Ⅰ ⑥ 促す フリー１
㻞㻣 保育者のランナーの爪での採り方や説明を聞く。 㻜 模倣 ― Ⅰ ⑦ 説明 フリー１
㻞㻤 ランナーを採る。 㻜 確認 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻞㻥 ランナーを探す。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 示唆 観察者
㻟㻜 観察者にヒントをもらいながら、ランナーを探し、ランナーを見つける。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 示唆 観察者
㻟㻝 ランナーを保育者に見せる。 㻝 成果 ― Ⅰ ③ 承認 フリー２
㻟㻞 観察者にヒントをもらいながら、ランナーを見つけ、ランナーをとる。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻟㻟 ランナーを再度探す。 㻝 自発 ― Ⅰ ② まなざし 観察者
㻟㻠 K児に他児がかかわり、、ランナーのあるところを教えてもらう。 㻝 自発 ― Ⅱ 提案 ④ 協同 担任
㻟㻡 畝を移動して一生懸命探す。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻟㻢 ランナーを探し見つける。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻟㻣 観察者 も集めたランナー3本を見せる。 㻝 成果 収集 Ⅰ ③ 承認 観察者
㻟㻤 観察者の指 た、イチゴの苗を覗きこみランナーを探す。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻟㻥 探すK児、Ｍ児のイチゴの苗についての解説を聞く。 㻝 興味 ― Ⅱ 説明 ④ 協同 担任
㻠㻜 担任にイチゴの苗3本を せる 㻝 成果 ― Ⅰ ③ 承認 担任
㻠㻝 畝を移動して探す。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻠㻞 「ずら言葉」を話して友達とやり取りをする。 㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任


















㻝 保育者の話を聞く。チューリップについて尋ねられる。 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 問いかけ 担任
㻞 K児は他児と一緒に、チューリップの名前を答える。 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 引き出す 担任
㻟 イチゴについて答える。 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 引き出す 担任
㻠 ブロッコリーについて答える 㻜 応答 ― Ⅰ ⑥ 引き出す 担任
㻡 保育者によるイチゴのランナー 生長についての話を聞く 㻜 理解 ― Ⅰ ⑦ 説明 フリー１
㻢 保育者の雑草取りの問いかけに答える。 㻜 了解 ― Ⅰ ⑦ 依頼 フリー１
㻣 保育者の誘導でK児は他児と同じようにチューリップ畑の雑草を取る。 㻜 了解 ― Ⅲ 共同 ⑥ 促す 担任
㻤 友達がダンゴムシを見つけるが，Ｋ児は草いじりに夢中。 㻝 自発 ― Ⅲ 提案 ④ 協同 担任フリー1．３
㻥 草抜きをする。 㻝 協同 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻜 草を抜いたり、ちぎったりしながら「○○ず 」と、やり取りを楽しんでいる。 㻝 自発 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻝 女児と根っこを発見する。 㻝 協同
偶然
発見 Ⅲ 協同 ④ 協同
担任
フリー1．３
㻝㻞 友達と「○○ずら」と言葉のやり取りをする。 㻝 自発 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３






㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻡 K児は保育者 示す方向へ比較的素早く移動する。 㻜 了解 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻢 移動して雑草を捨てる。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻣 観察者から離れたその方向からH児との「○○ずら」言葉のやり取り
が録音されている。なりきって言葉のやり取りを楽しんでいる。
㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ⑦ 指示 担任
㻝㻤 保育者の指示通りに水筒を置く。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻥 保育者について、ブロッコリー畑に移動する。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑥ 促す 担任
㻞㻜 K児はキャベツを採る保育者の正面へ移動して様子を見つめる。 㻜 興味 ― Ⅰ ⑥ 促す フリー2
㻞㻝 保育者がキャベツの収穫をするのを応援しながら見る。 㻝 協働 ― Ⅰ ④ 協力 フリー3
㻞㻞 子どもは横一列に並び、キャベツを持って隣へ回し「おもーい」と言う。 㻜 興味 ― Ⅲ 追随 ⑥ 促す 担任
㻞㻟 キャベツ料理を考えて発言する友達 言葉を聞く。 㻜 協同 ― Ⅲ 提案 ⑤ 承認 担任
㻞㻠 保育者の指示に従い、畝を移動する。 㻜 追随 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻞㻡 保育者のランナー 採り方の話を聞く。 㻜 理解 ― Ⅰ ⑦ 説明 担任
㻞㻢 ランナーを見つけて採る。 㻜 模倣 ― Ⅰ ⑥ 促す フリー１
㻞㻣 保育者のランナー 爪での採り方や説明を聞く。 㻜 模倣 ― Ⅰ ⑦ 説明 フリー１
㻞㻤 ランナーを採る。 㻜 確認 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻞㻥 ランナーを探す。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 示唆 観察者
㻟㻜 観察者にヒントをもらいながら、ランナーを探し、ランナーを見つける。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 示唆 観察者
㻟㻝 ランナーを保育者に見せる。 㻝 成果 ― Ⅰ ③ 承認 フリー２
㻟㻞 観察者にヒントをもらいながら、ランナーを見つけ、ランナーをとる。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻟㻟 ランナーを再度探す。 㻝 自発 ― Ⅰ ② まなざし 観察者
㻟㻠 K児に他児がかかわり、、ランナーのあるところを教えてもらう。 㻝 自発 ― Ⅱ 提案 ④ 協同 担任
㻟㻡 畝を移動して一生懸命探す。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻟㻢 ランナーを探し見つける。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻟㻣 観察者にも集めたランナー3本を見せる。 㻝 成果 収集 Ⅰ ③ 承認 観察者
㻟㻤 観察者の指した、イチゴの苗を覗きこみランナーを探す。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻟㻥 探すK児、Ｍ児のイチゴの苗についての解説を聞く。 㻝 興味 ― Ⅱ 説明 ④ 協同 担任
㻠㻜 担任にイチゴの苗3本を見せる 㻝 成果 ― Ⅰ ③ 承認 担任
㻠㻝 畝を移動して探す。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻠㻞 「ずら言葉」を話して友達とやり取りをする。 㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任
























㻝 砂場道具から、しゃもじ、コップ状容器、お椀などを集めてかかえる。 㻝 選択 ― Ⅰ ② 任せる フリー
教諭




スを取りながら、砂場に入る。 㻝 準備 ― Ⅰ ② 特になし
フリー
教諭
㻠 漉し網を両手に持ち、左右上下に振り、砂を漉す。 㻜 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻡 コップを積み重ね、漉し網に入れ、こてをもって移動。友達のところに移動。 㻜 移動 ― Ⅰ ① 特になし
㻢 砂漉しにこてで砂を入れては漉す。3歳児１名、A児についてきて横に座る。 㻜 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻣 隣に来たH児を気にしながら、漉し網を砂場に抑えつけ、型を取る。 㻜 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻤 4歳児T児、Ａ児、同じ場でそれぞれ容器に砂を入れる。 㻜 共同 ― Ⅲ 共同 ① 特になし
㻥 容器にスコップで砂を入れ、一杯になったら上をポンポンと押さえる 㻜 作業 ― Ⅲ 共同 ① 特になし
㻝㻜 H児が隣に来る。黄色のスコップで地面をたたく、突き刺す。 㻜 作業 ― Ⅰ ① 特になし
㻝㻝
地面に型を押し付け、型抜きを始める「蓋みたい。」とＨ児に言う。Ｈ児「ははははは」（明るく笑う）
㻝 試行 ― Ⅲ 共感 ① 特になし
㻝㻞 移動して白い植木鉢の大皿のようなものを取り、自分の座っている位置に持ってくる。 㻝 準備 ― Ⅲ ① 特になし
㻝㻟 容器に砂を入れ、大皿を容器に被せ、ひっくり返す動作。逆に皿の上の砂を容器に戻す。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻝㻠 「見て、戻った」と容器に戻した砂をH児に見せる。 㻝 成果 ― Ⅳ 承認 ① 特になし
㻝㻡
Ｈ児それを見て「キャー、ありえへん」とユーモラスに返事し、A児ともども自分のしていた砂遊びで
手を動かしながら没頭する。 㻝 試行 ― Ⅲ 共感 ① 特になし
㻝㻢 砂の入った容器に大皿で蓋をして、ひっくり返し型抜きをＨ児に見せる。Ｈ児「キャー」 㻝 試行 ― Ⅳ 承認 ① 特になし
㻝㻣 そのまま容器に砂を戻す動作。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻝㻤 容器に砂が入っているものをＨ児に見せる。(会話をするも聞き取れない) 㻝 提示 ― Ⅳ 承認 ① 特になし
㻝㻥 容器の砂を皿に返し、型抜きの茶碗の形がきれいにできる。 㻝 成果 ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻜 Ｈ児に見せようとするも、H児が気づく前に形が崩れる。 㻝 提示 ― Ⅲ 非受容 ① 特になし
㻞㻝 少し高さがある緑の容器に変え、スコップで砂を入れ、とんとんと抑える。Ｈ児は移動。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし



























㻜 成り行き ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻠 大皿の型を皿の裏で押さえ、形を整える。続けて皿で砂を均す。 㻜 成り行き ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻡 低い黄色コップを引き寄せる。 㻝 選択 ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻢 Ｔ児と話しながら低いコップで型抜きを始める。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻣 コップに大皿をかぶせ、中の砂の具合をあけては気にする。 㻝 確認 ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻤 Ｔ児に何かを指さし伝えている。 㻜 成り行き ― Ⅱ 不明 ① 特になし
㻞㻥 再度コップに蓋をかぶせたものをひっくり返す。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻜 慎重にコップをそっと外すが砂は崩れる。砂は形にならず失敗。 㻝 成果（失敗） ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻝 砂を入れ皿をひっくり返し、周りを見ながら砂場に膝で押し付けてる。 㻝 失敗 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻞 茶碗に砂を入れ、大皿で蓋をして、ひっくり返し型ができたが、茶碗を落とし砂が崩れ失敗。
容器を置く。
㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻟 Ｈ児の大きな容器にスコップで砂を入れだす。Ｈ児はその砂を混ぜている。 㻜 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻟㻠 白の茶碗に砂を入れる。大皿で蓋をしてひっくり返し、型ができたか確認後、砂を茶碗に戻す。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻡 砂の入った茶碗に黄緑のコップを被せ、砂をコップに移動し捨てる。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻢 大皿で砂を入れ、H児の容器に入れる。 㻜 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻟㻣
会話をしながら、スコップでＨ児の容器に砂を入れ、Ｈは砂をスコップで
混ぜている。 㻜 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻟㻤 続けて砂をH児の容器に入れる。 㻜 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻟㻥 Ａ児，Ｈ児，他クラス保育者のクラスの招集の声掛けや動きを気にしながら手は動いている。 㻜 追視 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻠㻜 先の茶碗に砂を入れる。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻝 他クラス保育者とH児のやり取りを気にしながら、茶碗に砂を入れ、スコップで均す。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻞 大皿をかぶせ、ひっくり返し、プリンでき「ほら見て」と、H児に見せる。 㻝 成果 ― Ⅳ 承認 ① 特になし
㻠㻟 茶碗をそのままかぶせ返して、砂を容器に戻しH児に見せるもH児は移動しいなくなる。 㻝 成果 ― Ⅳ 未承認 ① 特になし
㻠㻠
大皿をかぶせ、きれいに形が出来る。2.3回茶碗をかぶせたり、外したりしてもきれいにできている。茶碗
んに戻して砂を流す。 㻝 成果・確認 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻡 Ｈ児いなくなる。Ａ児しロープ（砂場上のアスレチック遊具）に移動、片足をかけてゆらゆらして遊ぶ。 㻜 変更 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻢 一歩一歩網をゆれながらよじ登る。 㻜 変更 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻣
アスレチックより降りてきたA児は、Ｈ児が水を運び戻ったことに気づく。 㻜 追視 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻤
A児は元の場所に戻るが、　Ｈ児を中心に女児3人がその場所を使いだしたため、大皿と茶碗をもって別
の場所の他児のところに移動する。 㻜 再開 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻥
何か探すような素ぶりで砂場の一番初めの場所に戻る。その後遊具入れを見に行く。遊具入れは空で、
砂場に戻ってくる。 㻜 探す ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻜 元遊んでいた場所を2周ほど回り、見まわし何か探している素ぶりをする。 㻜 探す ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻝 赤い大型熊手を拾い遊ぼうとするが男児が来て取り返す。Ａ児は砂場からいなくなる。 㻜 思いつき ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻞 滑り台より男児3人と共に、かたまって滑り降りてくる。 㻜 変更 ― Ⅲ 同等 ① 特になし
㻡㻟 A児のみ、:砂場に戻る。 㻝 再開 ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻠 H児と離れ、2度目の居場所に戻る。 㻝 決定 ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻡 真横で遊んでいたＲ児の山づくりに入る。 㻝 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻡㻢




















㻝 保育者の話を聞く。チューリップについ 尋ねられる。 㻜 応答 ⑥ 問いかけ 担任
㻞 K児は他児と一緒に、チューリップの名前を答える。 㻜 応答 ⑥ 引き出す 担任
㻟 イチゴについて答える。 㻜 応答 ⑥ 引き出す 担任
㻠 ブロッコリーについて答える 㻜 応答 ⑥ 引き出す 担任
㻡 保育者によるイチゴのランナーの生長についての話を聞く。 㻜 理解 ⑦ 説明 フリー１
㻢 保育者の雑草取りの問いかけに答える。 㻜 了解 ― Ⅰ ⑦ 依頼 フリー１
㻣 保育者の誘導でK児は他児と同じようにチューリップ畑の雑草を取る。 㻜 了解 ― Ⅲ 共同 ⑥ 促す 担任
㻤 友達がダンゴムシを見つけるが，Ｋ児は草いじりに夢中。 㻝 自発 ― Ⅲ 提案 ④ 協同 担任フリー1．３
㻥 草抜きをする。 㻝 協同 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻜 草 抜いたり、ちぎったりしながら「○○ずら」と、やり取りを楽しんでい 。 㻝 自発 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻝 女児と根っこを発見する。 㻝 協同
偶然
発見 Ⅲ 協同 ④ 協同
担任
フリー1．３
㻝㻞 友達と「○○ずら」と言葉のやり取りをする。 㻝 自発 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３






㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任フリー1．３
㻝㻡 K児は保育者の示す方向へ比較的素早く移動する。 㻜 了解 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻢 移動して雑草を捨てる。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻝㻣 観察者から離れたその方向からH児との「○○ずら」言葉のやり取り
が録音されている。なりきって言葉のやり取りを楽しんでいる。
㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ⑦ 指示 担任
㻝㻤 保育者の指示通りに水筒を置く。 㻜 追従 ⑦ 指示 担任
㻝㻥 保育者について、ブロッコリー畑に移動する。 㻜 追従 Ⅰ ⑥ 促す 担任
㻞㻜 K児はキャベツを採る保育者の正面へ移動して様子を見つめる。 㻜 興味 ⑥ 促す フリー2
㻞㻝 保育者がキャベツの収穫をするのを応援しながら見る。 㻝 協働 ― Ⅰ ④ 協力 フリー3
㻞㻞 子どもは横一列に並び、キャベツを持って隣へ回し「おもーい」と言う。 㻜 興味 ― Ⅲ 追随 ⑥ 促す 担任
㻞㻟 キャベツ料理を考えて発言する友達の言葉を聞く。 㻜 協同 Ⅲ 提案 ⑤ 承認 担任
㻞㻠 保育者の指示に従い、畝を移動する。 㻜 追随 ― Ⅰ ⑦ 指示 担任
㻞㻡 保育者のランナーの採り方の話を聞く。 㻜 理解 ― Ⅰ ⑦ 説明 担任
㻞㻢 ランナーを見つけて採る。 㻜 模倣 ― Ⅰ ⑥ 促す フリー１
㻞㻣 保育者のランナーの爪での採り方や説明を聞く。 㻜 模倣 ― Ⅰ ⑦ 説明 フリー１
㻞㻤 ランナーを採る。 㻜 確認 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻞㻥 ランナーを探す。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 示唆 観察者
㻟㻜 観察者にヒントをもらいながら、ランナーを探し、ランナーを見つける。 㻝 自発 ― Ⅰ ⑤ 示唆 観察者
㻟㻝 ランナーを保育者に見せる。 㻝 成果 ③ 承認 フリー２
㻟㻞 観察者にヒントをもらいながら、ランナーを見つけ、ランナーをとる。 㻝 自発 Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻟㻟 ランナーを再度探す。 㻝 自発 Ⅰ ② ま ざし 観察者
㻟㻠 K児に他児がかかわり、、ランナーのあるところを教えてもらう。 㻝 自発 Ⅱ 提案 ④ 協同 担任
㻟㻡 畝を移動して一生懸命探す。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻟㻢 ランナーを探し見つける。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻟㻣 観察者にも集めたランナー3本を見せる。 㻝 成果 収集 Ⅰ ③ 承認 観察者
㻟㻤 観察者の指した、イチゴの苗を覗きこみランナーを探す。 㻜 追従 ― Ⅰ ⑤ 助言 観察者
㻟㻥 探すK児、Ｍ児のイチゴの苗についての解説を聞く。 㻝 興味 ― Ⅱ 説明 ④ 協同 担任
㻠㻜 担任にイチゴの苗3本を見せる 㻝 成果 ― Ⅰ ③ 承認 担任
㻠㻝 畝を移動して探す。 㻝 自発 ― Ⅲ 協同 ④ 協同 担任
㻠㻞 「ずら言葉」を話して友達とやり取りをする。 㻝 独自 ごっこ Ⅲ ごっこ ④ 協同 担任

















として捉えられたものは観察 1－ 53％、観察 2－ 57％であった（表 4）。活動は一覧表を
通して観察者を含む計 3名による主体的な活動と非主体的活動の分類、検討を行ったが、
観察 1－ 91％、観察 2－ 82％の一致率であった。意見の分かれた活動の主な理由は本来
検討者それぞれが抱いている保育における主体性の概念のイメージの違いからくるものと
考えられた。たとえば、観察者以外の検討者 Aは表 2、NO.39 の活動（以下、活動例は 2
－ 39 のように数字で示す）は友達が教える場面であり K児の、主体的な活動と捉えてよ
いか検討を要した。しかし自己課題を持って取り組む状態を主体的な行動であるとする文















































㻜 成り行き ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻠 大皿の型を皿の裏で押さえ、形を整える。続けて皿で砂を均す。 㻜 成り行き ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻡 低い黄色コップを引き寄せる。 㻝 選択 ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻢 Ｔ児と話しながら低いコップで型抜きを始める。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻣 コップに大皿をかぶせ、中の砂の具合をあけては気にする。 㻝 確認 ― Ⅰ ① 特になし
㻞㻤 Ｔ児に何かを指さし伝えている。 㻜 成り行き ― Ⅱ 不明 ① 特になし
㻞㻥 再度コップに蓋をかぶせたものをひっくり返す。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻜 慎重にコップをそっと外すが砂は崩れる。砂は形にならず失敗。 㻝 成果（失敗） ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻝 砂を入れ皿をひっくり返し、周りを見ながら砂場に膝で押し付けてる。 㻝 失敗 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻞 茶碗に砂を入れ、大皿で蓋をして、ひっくり返し型ができたが、茶碗を落とし砂が崩れ失敗。
容器を置く。
㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻟 Ｈ児の大きな容器にスコップで砂を入れだす。Ｈ児はその砂を混ぜている。 㻜 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻟㻠 白の茶碗に砂を入れる。大皿で蓋をしてひっくり返し、型ができたか確認後、砂を茶碗に戻す。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻡 砂の入った茶碗に黄緑のコップを被せ、砂をコップに移動し捨てる。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻟㻢 大皿で砂を入れ、H児の容器に入れる。 㻜 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻟㻣
会話をしながら、スコップでＨ児の容器に砂を入れ、Ｈは砂をスコップで
混ぜている。 㻜 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻟㻤 続けて砂をH児の容器に入れる。 㻜 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻟㻥 Ａ児，Ｈ児，他クラス保育者のクラスの招集の声掛けや動きを気にしながら手は動いている。 㻜 追視 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻠㻜 先の茶碗に砂を入れる。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻝 他クラス保育者とH児のやり取りを気にしながら、茶碗に砂を入れ、スコップで均す。 㻝 試行 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻞 大皿をかぶせ、ひっくり返し、プリンでき「ほら見て」と、H児に見せる。 㻝 成果 ― Ⅳ 承認 ① 特になし
㻠㻟 茶碗をそのままかぶせ返して、砂を容器に戻しH児に見せるもH児は移動しいなくなる。 㻝 成果 ― Ⅳ 未承認 ① 特になし
㻠㻠
大皿をかぶせ、きれいに形が出来る。2.3回茶碗をかぶせたり、外したりしてもきれいにできている。茶碗
んに戻して砂を流す。 㻝 成果・確認 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻡 Ｈ児いなくなる。Ａ児しロープ（砂場上のアスレチック遊具）に移動、片足をかけてゆらゆらして遊ぶ。 㻜 変更 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻢 一歩一歩網をゆれながらよじ登る。 㻜 変更 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻣
アスレチックより降りてきたA児は、Ｈ児が水を運び戻ったことに気づく。 㻜 追視 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻤
A児は元の場所に戻るが、　Ｈ児を中心に女児3人がその場所を使いだしたため、大皿と茶碗をもって別
の場所の他児のところに移動する。 㻜 再開 ― Ⅰ ① 特になし
㻠㻥
何か探すような素ぶりで砂場の一番初めの場所に戻る。その後遊具入れを見に行く。遊具入れは空で、
砂場に戻ってくる。 㻜 探す ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻜 元遊んでいた場所を2周ほど回り、見まわし何か探している素ぶりをする。 㻜 探す ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻝 赤い大型熊手を拾い遊ぼうとするが男児が来て取り返す。Ａ児は砂場からいなくなる。 㻜 思いつき ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻞 滑り台より男児3人と共に、かたまって滑り降りてくる。 㻜 変更 ― Ⅲ 同等 ① 特になし
㻡㻟 A児のみ、:砂場に戻る。 㻝 再開 ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻠 H児と離れ、2度目の居場所に戻る。 㻝 決定 ― Ⅰ ① 特になし
㻡㻡 真横で遊んでいたＲ児の山づくりに入る。 㻝 協同 ― Ⅲ 協同 ① 特になし
㻡㻢













る方向目標として求められる姿である。⑤「示唆」は 2－ 30 のように、ランナーを探す
子どもに助言を行い子どもの意志に沿いながら活動の方向性を引き出している直接的な関
わりである。⑥「誘導」は 2－ 20 のように子どもに直接的に働きかけて畑での移動を促
している。保育者はキャベツの収穫場面を見せることで子どもが食することに期待感が持
てるようにし、収穫の喜びを共に感じられるように導いている。保育者の教育的な意図が

































①関与なし 0（0） 0（0） 0（0） 29（52） 24（43） 0（0）
②見守る 1（2） 0（0） 0（0） 2（4） 0（0） 0（0）
③受容 3（7） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）
④協同 15（35） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）
⑤示唆 3（7） 3（7） 0（0） 1（2） 0（0） 0（0）
⑥誘導 0（０） 9（21） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）
⑦主導 1（２） 8（19） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）













































　20 分間の観察記録における A児の 56 活動中 32（57％）の活動が主体的な活動として
取り上げた概念に分類された。表 4より A児の主体的な活動と保育者の指導のタイプの
関連性では①関与なし 29（52％）、②見守る 2（4％）、⑤示唆 1（2％）の援助のタイプの










































































































短期大学紀要、 第 14 号、p.18
12）小林 芳郎（1976）．自然観察の理論と方法　藤永　保・高野清純（編）　幼児理解の方法　日本文
化科学社 p.82























会第 67 回大会発表要旨集 2014，195．
5．鯨岡峻（2010）．保育・主体として育てる営み　ミネルヴァ書房
6．黒田 静江（2013）．子どもの主体性を育む援助のあり方を考える 愛隣幼稚園の保育（2）　植草学園
短期大学紀要， 第 14 号，13-19.
7．文部科学省（2008）．幼稚園教育要領解説　フレーベル館　



























































































A Study on Children’s Independence and the Types of 
Assistance Offered by Childcare Providers
Junko Yamamoto
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate school 
Childcare that values children’s “independence,” a concept mentioned in Japan’s Kindergarten 
Education Guidelines, poses the problem how to achieve a balance between independence and 
the assistance offered by the childcare provider. Therefore, Childcare practices that value the 
independence of children needed to be examined by observing children, and the issue of what 
exactly such practices constitute should be examined. This study explored the relationship between 
children’s independence in their activities and the assistance offered by the childcare provider. 
The results showed that it was possible to envisage the following types of assistance: “initiating,” 
“inducing,” “suggesting,” An alternative here would be “cooperating,” “accepting,” “watching 
over,” and “not participating.”
Moreover, with regard to the types of assistance offered by the childcare provider when the 
children demonstrated independence in their activities, “suggesting,” “cooperating,” “accepting,” 
“watching over,” and “not participating” were the types chiefly observed. To elaborate, when 
engaged in the same activities as the children, the childcare provider would show an example of 
the activity, offer advice, take the same outlook, and at times play the role of an assistant and at 
times of a co-worker and a human environment. Thus, it is possible to see how childcare providers 
encourage children’s independent activities. We found that it turns on as a result of the reciprocal 
relationship between the children and the childcare provider.
Future, the issue of relations between the independence of children and the intention of the 
childcare provider, which is the key to develop children’s independence, needs to be further 
investigated.
Key words : kindergarten education, children’s independence, childcare providers’ assistance, 
types of assistance
